
革地更新時におけるMCPB液 剤によるエゾノギシギシの防除法

(畜試、革地音の
1.背 景とねらい

車地更新時に実生由来のエゾノギシギシが発芽し、繁茂することがその後の革地管理
上問題となる。現在の当該車に対する防除方法としては、幼首期にアージラン液剤及びM
CPソ ーダ塩の全面散布が基準となつているが,前 者はイネ科革に、後者はマメ科革に薬

害を起こすことが認められる。そこで、混播車地において牧革に影響を与えずエゾノギシ

ギシを防除する方法が求められている。

2.技 術の内容

1)除 革剤名等

MCPB液 剤 (商品名 :トロポトックス)、 毒性 ・魚毒性 :普通物、A類 。

2)除 車剤の特性

ホルモン型吸収移行性の選択性除車剤で、イネ科雑車よりも広葉雑車に強く作用する。

茎葉処理されたMCPBは 、植物体内でβ一酸化されMCPと なり活性を示すので殺革

性はMCPに 類似するがクローバ類はβ―強化能力がないので、一時的に被害がみられ

てもその後回復する。殺草効果はMCPソ ーダ塩より約 1週間遅れて発現する。

3)使 用方法

本栞剤の処理時期は草地更新後、ギシギシの葉数が4～ 6葉の幼首期に全面散布するこ

とによりMCPソ ーダ塩と同等の効果が得られる。薬量は、葉令4葉 で革丈1 0cm以下

のギシギシでは200cc/10aで 完全に枯死するが、それ以上生育の進んだ個体では

完全に殺革することは難しい。散布は水、50～ 100リ ットルに希釈して行う。

イネ科牧革に対する薬害は認められない。マメ科牧車においては散布後に褐変、捻転な

どの薬害が認められ、薬量が多い程著しい。しかし、その後再生回復する個体がみられ

MCPソ ーダ塩と比較し薬害柱度は軽い。

4)使 用基準

区分 処理法 使用時期 使用量 適用地帯

叫到

革地更新

後、茎葉

全面散布

更新後ギシ

ギシの芽が

出揃つた幼

苗期

3.指 導上の留意点

1)粟 量水準はギシギシの生育状態から判断し選択するが、幼苗ほど効果が高い。
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2～3葉

60-loo

4～6葉

100-250

(cc/10a)

幼苗期のギシギシ類

1年生広葉雑革



2)殺 革効果 ・薬害については散布時の温度によつて影響を受けることが考えられる。
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表ユ_MCPB液 剤散布後のエゾノギシギシの株数の推移 (株/rf)

やや生育の進んだ幼苗期の株 2)

項 目 薬量
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翌春の革勢(5/16) 42.2

1)4.2～5。1葉、革丈3.9～8.l cm ※ 采剤散布時期 1987年10月15日

2)4.3～5。7葉ゃ革丈8。2～13.6 cm

表2 牧 革に対する薬害の発生状況             (青 森畜試)

16.5 O cin

葉害の発生程度 (牧野草地関係除草剤実施基準を参考にした。)

:薬害なし, 土 :葉害が認め られる。 十 :楽害が認められるが葉全体に及ばない,

:葉全体に及ぶが茎まで及ばない。    1‖ :茎菜全体に葉害が認められる。

:けRの地上部が描死 したもの 。

再 :再生回復が認められるもの
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